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1.  はじめに

　本研究は、芸術文化分野と観光分野の架橋を目
指す本学において、実践的教育として重要な位置
づけにあるインターンシップを「芸術文化観光」の
観点から検証することを目的としている。
　これまで芸術文化分野、観光分野それぞれにお
いてインターンシップは行われてきており、芸術文

化分野では各大学等との協力関係に基づき、一部
の劇場、音楽堂等や芸術祭（いわゆる演劇祭、音楽
祭、アートプロジェクト等）でインターンシップが
行われている。また、観光分野においては、運送業

（鉄道、バス等）、宿泊業（ホテル、旅館等）、旅行業
等でインターンシップが行われている。本学におい
ても、上記の各業界での実習を行っている。このよ
うな状況のなかで、芸術文化観光学の確立を目指
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す本学においては、芸術文化観光分野としてのイ
ンターンシップの意義と内容について検討する必
要があるのではないかと考え、検討を始めた。
　文部科学省によれば「臨地実務実習」は、専門職
大学設置基準等の規定に基づいて行われる「企業
その他の事業者の事業所又はこれに類する場所に
おいて、当該事業者の実務に従事 することにより
行う実習による授業科目（卒業要件　第二十九条第
三項から一部抜粋）」とされている。後述するが、こ
の「臨地実務実習」は本稿のタイトルにあるように

「インターンシップ」に含まれるものであるだけに、
本稿では「臨地実務実習」にフォーカスし研究を進
めることとした。
　本稿では、第 2 節において検討に至ったインター
ンシップと臨地実務実習の定義について先行研究
を参考に指摘する。第 3 節では、問題提起をもとに、
専門職大学などへのインタビュー調査と比較分析
の結果及び同じ項目に関する本学の取り組み状況
を掲載した。第 4 節では、分析結果から導かれた 5
つの特徴を提議する。第 5 節は、それらの特徴と比
較した本学の現状について考察を行う。最後にまと
めと今後の研究への示唆を述べる。

2.  インターンシップと臨地実務実習

　わが国のインターンシップの在り方は近年急速
に議論が進んできている。「採用と大学教育の未来
に関する産学協議会（一般社団法人日本経済団体
連合会、大学関係団体等代表者により構成）」によ
る「学生のキャリア形成支援に係る産学協働の取組
み」においてインターンシップが 4 つの類型に整理
された 1 ）。本稿では各類型についての説明を割愛
するが、そのうち「汎用型能力・専門活用型インタ
ーンシップ」「高度専門型インターンシップ（試行）」
がインターンシップであると位置付けられる等、明
確化されている。そのうえで、インターンシップと
は、「学生がその仕事に就く能力が自らに備わって
いるかどうか（自らがその仕事で通用するかどう
か）を見極めることを目的に、自らの専攻を含む関
心分野や将来のキャリアに関連した就業体験（企業

の実務を経験すること）を行う活動（但し、学生の
学修段階に応じて具体的内容は異なる）」（採用と
大学教育の未来に関する産学協議会 2022：27）と
定義されるに至っている。さらには、一定の要件を
満たしたインターンシップについて、取得した学生
情報を広報活動・採用選考活動に活用することが
可能である 2 ）という方針に変更される等、位置付
け自体も進化してきている。
　一方、臨地実務実習については、専門職大学等の
設置によって正規の授業科目として実施する取組
みとして緒についたばかりである。文部科学省高等
教育局専門教育課「専門職大学等の臨地実務実習
の手引き」によれば、「長期のインターンシップを正
規の授業科目に位置づけて実施する取組は、特定
の資格取得に関係するものを除けばいまだ限定的
であり、専門職大学等の設置検討を行っている機
関でも、臨地実務実習をどのように設計・実施して
いくかについて様々な疑問や悩みをもっている場
合も少なくない（3 頁より抜粋）」と指摘している。
教員間においてもインターンシップなのか実習（臨
地実務実習）なのか明確に区別しないで議論する場
合も多い。また、芸術文化と観光の両業界でも捉え
方自体が曖昧である。
　初見・坂爪・梅崎（2021）によれば、そもそもイ
ンターンシップは「自己探索」と「環境探索」からな
る「キャリア探索行動」として位置づけられる活動
で、その中でも在学中（青年期）に行われ、就業体
験を伴うものであると指摘している。インターンシ
ップと臨地実務実習の正規の授業か否かという点
である以外は活動としての根底は共通しており、臨
地実務実習もインターンシップ全般に含まれると
いう捉え方ができる。
　以上に述べたように、理念的には通底していると
考えられる臨地実務実習とインターンシップであ
るが、授業科目としての制度面、運用面の実態を具
体的に検討するため、インタビュー調査を実施する
こととした。
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3.  大学の正規科目としての臨地実務実習／
      インターンシップについてのインタビュー
       調査
　2022 年度の研究では、カリキュラムに臨地実務
実習あるいはインターンシップを位置付けている
大学及び専門職大学等へのインタビュー調査を行
い、現状を把握するとともに、本学の臨地実務実習
との比較分析を行なった。
　インタビュー対象は、当校が専門職大学であるこ
とを考慮し、同じ専門職大学及び 4 年制大学を対象
とした。大学の専攻は芸術文化観光の対象に含ま
れる観光・ビジネス系の専門職大学（A校・B校）
と芸術系分野を専攻に持つ 4 年制大学（C校）であ
る。インタビュイーは長年臨地実務実習またはイン
ターンシップ科目を担当している、または授業内容
を把握し、学内の事情にも精通した教員である。本
研究プロジェクトのメンバーで事前に質問事項を
用意するとともに、インタビュー時に適宜関連する
質問を加え、半構造化インタビューを実施した。A
校・B 校は zoomを使用し、C 校については本学に
て対面でインタビューを実施した。調査実施日はA
校が 2022 年10 月11日、B校が 2022 年10 月26日、
C校が 2022 年12 月20日である。
　前節でも述べたとおり、専門職大学等における臨
地実務実習のあり方は未だ議論の余地が大きいこ
とから、正規科目としてインターンシップを設置し
ているC 校（大学）についてもインタビュー対象と
することで、本学とも関連の深い芸術文化分野にお
ける実習科目のあり方を比較検討することとした。
　表 1 はインタビュー調査の主な結果に、各校のホ
ームページを参照し情報を加えてまとめたもので
ある。調査対象校によって学期を前期・後期として
いるところと、クオーター制により第 1〜第 4クオ
ーターとしているところがあるため、表中では混在
している。
　

4.  調査結果

　本調査では他大学の臨地実務実習やインターン
シップ（以下、「臨地実務実習等」という）をヒアリ

ングし、本学と比較するという調査・分析を実施し
た。そこから浮かび上がった他大学の臨地実務実
習の特徴について述べる。
　第 1 は、臨地実務実習等の科目数が限られている
という点である。A校は 2 科目でありどちらも必修
科目である。B校は 3 科目であり、全て必修科目で
ある。C 校は 2 科目であり、3 年次は必修科目であ
り、4 年次は選択科目であった。
　第2は、臨地実務実習期間中の学生への対価に関
する考え方と設定の点である。A 校は無償であり、
受け入れ企業によっては交通費が支給されていた。
B校は基本的に無償であった。同じくC校も無償で
あった。
　なお、A校では臨地実務実習の開始当初は、受け
入れ先により有償及び無償の企業が混在していた
ことにより、不公平感及び混乱が生じていた。よっ
て、現在では、全ての臨地実務実習において無償化
で統一していることがわかった。
　第 3 は、事前学習及び事後学習の点である。A校
では、事前学習を教室で一斉に行い、事後学習は面
談により個別に指導していた。事前学習に 10コマ、
事後学習に 10コマ、合計 20コマの学習を通して指
導を行なっていた。B校では、実習ごとに別科目と
して事前学習及び事後学習を行っていた。C校では
事前学習及び事後学習が授業時間内に含まれてお
り、事前学習としては、受け入れ先リサーチ、ビジ
ネスマナー講座、プレゼンテーション研修などであ
る。特に企業ではメールでのやり取りが中心になる
ため、SNSに慣れている学生に、メールの書き方に
ついて丁寧な指導を行なっていた。事後学習として
はレポートや報告書の作成指導、授業内報告や報
告会に向けた指導などである。
　第 4 は、先修科目（理論科目や学内実習）との連
携に関する点である。A校の一部科目には企業の実
務内容に近いものが含まれており、実習に入る前に
企業実務を体験することができる。その科目は 1年
次から4年次まで段階的に学ぶようなプログラムを
用いており、インプットのみならずアウトプットの経
験を重ねることにより、実社会に近いプログラムの
提供を行なっている。B校では、1年次の第1クオー
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表1　4つの大学・専門職大学等における臨地実務実習／インターンシップの比較

出典：インタビュー調査より作成。
※表中のQはクオーターを表す。

A 校 B 校 C 校 本学

インターンシップ／
臨地実務実習の呼び方

実習 臨地実務実習 インターンシップ 臨地実務実習

科目数、時期
* は必修科目

2 科目
・3 年次前期 1 科目 *
・3 年次後期 1 科目 *

3 科目
・1 年次 2Q １科目 *
・2 年次 2Q １科目 *
・2 年次 4Q １科目 *

2 科目
・3 年次通年 1 科目 *
・4 年次通年 1 科目

21 科目
・1 年次 3 科目
     （うち 1 科目必修）
・2 年次 8 科目
・3 年次 7 科目
・4 年次 3 科目

有償・無償 無償。受入先によっ
て交通費の支給あり

基本的には無償 無償。受け入れ先に
よっては、交通費の
支給や宿泊場所の提
供あり

受入先による

実習エリア 近隣 4 県に限定 1 年次県内
2 年次県内・県外

全国 全国

実習時間について 1 科目 40 日間 1 年次 15 日間 
2年次は1科目6週間

1 科目 72 〜 80 時間 科目により 5 日〜   
8 週間

事前・事後学習について 各 15 時間を実習時間
とは別に授業時間内
に行う。

内容は、事前学習は
教室でビジネスマナ
ー、実務などを指導。
事後指導は個別指導

（面談）を行う

実習ごとに別科目と
して事前・事後学習
を行う。

1 年次の事前学習で
は、ビジネス実務の
基礎を学ぶ

実習時間とは別に、
授業時間内で行う。

事前学習は、受け入
れ先リサーチ、ビジ
ネスマナー講座、プ
レゼンテーション研
修等。事後学習は、
レポートや報告書の
作成指導、授業内報
告や報告会に向けた
指導等

実施するが、授業時
間には含まれない。

内容は実習先訪問、
指導者との面談、実
習先についてのリサ
ーチなどを行うこと
が多い。事後学習は
完了報告会に向けた
スライドの作成指導
等

理論科目と実習科目の連携 一部科目は、企業の
実習内容に近いもの
が含まれている。そ
のほか、企業とのプ
ロジェクトも複数行
っている

1 年 1Q で基礎科目を
学び、2Q で隣地実務
実習に参加している

4 年間でカリキュラ
ムが組まれており、1
年次で概論（必修）、2
年次で学内実習（必
修）、3 年次で学外で
のインターンシップ
とステップアップす
る

1Q、3Q で理論を学
び、2Q、4Q で 実 習
を行う。理論科目と
実習科目のつながり
はあるが、先修条件
とは限らない

企業とのマッチングにつ
いて

学生に第 1 〜 3 希望
および希望職種を提
出させ、GPA 順に決
める。マッチングが
合わない時のみ、途
中で受け入れ企業を
変更する

全体ガイダンス後個
別に面談（2 〜 3 回）
を重ね、学生の意見
も聴きながら行う。9
割は第 1 希望に行く

春休み中に学生から
アンケート（第 1 〜
第 3 希望）を取り、個
別面談（2 〜 3 回）を
重ね、学生の将来設
定や資質をすり合わ
せながら行う

科 目 別 ガ イ ダ ン ス
後、履修希望科目に
ついて実習先を第 3
希望まで提出。定員
超過の場合、選抜あ
るいは抽選を行う
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ターにおいて専門分野の基礎知識を学ぶ科目が必
修になっていた。基礎をしっかり学んだ上で第 2ク
オーター以降の臨地実務実習に臨むようなかたち
をとっている。加えて、前述のように臨地実務実習
の事前学習として行われるビジネス実務の授業は
必修科目であり、学生全員がはじめて臨地実務実
習の現場へ出ることを想定した学びの場が提供さ
れている。C校では 4 年間の学びのなかにインター
ンシップのカリキュラムが組まれている。1 年次に
概論（必修）、2 年次に学内実習（必修）、3 年次に学
外でのインターンシップと 3 段階においてステップ
アップしていくようなプログラムになっている。
　第 5 は、企業とのマッチングに関する点である。
A校では、学生に第1 希望から第 3 希望まで職種の
希望をとり、その後、GPA順に企業とのマッチング
を行う。万が一実習中に受け入れ企業と学生とのマ
ッチングが合わない場合は、受け入れ先を変更す
るといった対応を行なっていた。B校では、1 年次
に全体ガイダンスを行い個別指導も行っていた。そ
の後、個別面談を 2〜3回行い、約 9 割の学生は第
1 希望の実習先であった。C校では、春休み中に学
生へのアンケートをとり第1回目は、学生が自由に
実習先の希望を出し、その結果をふまえて、教員が
学生との個別面談を 2〜3回行い、学生の将来設定
や資質をすり合わせながら、企業と学生のマッチン
グを丁寧に行っていた。

5.  比較と考察

　前節の 5 つの特徴のうち、第1 から第 4 までの 4
つの特徴と本学を比較し考察を行う。第1 は、臨地
実務実習の科目数であるが、本学では 21 科目であ
り、必修科目と選択科目が混在していた。調査対象
の 3 校（以下、他の大学という）に比べて約 7 倍もの
臨地実務実習科目が設置されている点が大きな特
徴である。学生は実習の内容、時期、場所、卒業要
件等を考えて、少なくとも 10 科目程度を選択し、
様々な現場体験を積むことができる。本学はクオー
ター制を取っており、7 月末から 9 月までの夏休み
を含む約10 週間の第 2クオーターと、1月末から 3

月末までの約 9 週間の第 4クオーターが実習期間と
されている。例えば第 2クオーターでは、臨地実務
実習だけで 2 年次配当のものが 4 科目、3 年次配当
のものが 7 科目あり、すべて選択科目である。加え
て集中講義と学内実習の科目も同じクオーターで
開講されている。学生は第 2クオーターで臨地実務
実習を含め、6〜8単位の取得が推奨される。なお本
学の場合、多くの臨地実務実習科目は 2 週間（休日
をのぞき、10日間で 80 時間）で 2 単位となる。
　臨地実務実習は、1 つの科目につき実習先が複数
あり、それぞれ受け入れることのできる時期が異な
っていることも多い。例えば臨地実務実習科目Aの
実習先A-1は7月25日から8月7日までが実習期間
となるが、同じ科目Aの別の実習先A-2 は 9 月1日
から 14日が実習期間となる具合だ。また例えば臨
地実務実習科目Bの実習期間は8月1日から28日ま
でとした場合、学生は科目Aの実習先A-2 であれば
科目Aと科目Bと両方履修が可能だが、実習先A-1
に決まる場合、科目Bは履修できないことになる。
すなわち学生は、科目Aと科目Bの内容を比べて選
択するというよりはむしろ日程として組み合わせ
可能かどうかで、履修科目を決めることになる。
　このように、1 科目においても多数の実習先が用
意されていることによる実習先の多様性が履修上
の複雑さの原因にもなっている。
　第 2 は、臨地実務実習期間中の対価である。他の
大学は基本的には無償で統一されていたが、本学
の場合は、4 単位及び 8 単位の臨地実務実習科目に
おいて、実習受け入れ企業のある都道府県の最低
賃金程度が臨地実務実習の対価として支給されて
いた。本学における有償の臨地実務実習は、選択科
目である。したがって、有償または無償の臨地実務
実習を選択することは、個人の意思に委ねられてい
る。その一方で、有償の臨地実務実習は 4 単位また
は 8 単位（4 週間から 8 週間）であり、長期間に及ぶ。
そのため、他の実習科目などを諦めざるを得ない状
況にある。また、これらの有償の臨地実務実習の場
合、受け入れ企業によって受け入れ条件が課せら
れることもある。一例を挙げると、社員寮や交通費
が提供されない場合がある。臨地実務実習の受け

臨地実務実習の現状と課題 ―「芸術文化分野と観光分野を融合したインターンシップの在り方に関する研究」初年度報告―



芸術文化観光学研究　第2号　2023

144144 研究ノート  高橋加織  髙橋伸佳  近藤のぞみ  佐藤良子

入れ施設の近くに自宅や親戚縁者が居住する場合
はよいものの、宿泊施設を借りなければならない学
生もいる。
　第 3 は、事前学習及び事後学習である。事前学習
及び事後学習ともに実習時間外に設定されている。
現状、科目により事前学習及び事後学習の内容は
異なっているが、多くの場合、事前学習では実習先
への訪問、事後学習では完了報告会に向けた発表
準備を個別指導で行なっている。事前学習及び事
後学習とも授業時間外で行われるため、学生及び
教員の双方へ負荷がかかるような構図になっていた。
　第 4 は、先修科目（理論科目や学内実習）との連
携についてである。本学では、第 1 及び第 3クオー
ターで理論を学び、第 2 及び第 4クオーターで実習
を行う。理論科目と実習科目のつながりはあるが、
先修条件とは限られていない。また、理論科目も実
習科目も多くが選択科目であり、そのため、学生全
員が基礎知識を得た上で臨地実務実習を行なって
いるわけではない。観光系の科目のなかには、理論

（第1・第 3クオーター）と臨地実務実習（第 2・第 4
クオーター）が完全に連携するとは言いがたいもの
もある。

6.  まとめ

　芸術文化分野と観光分野の架橋を目指す本学に
とって、芸術文化観光分野における実践的教育と
してのインターンシップを確立することは、重要な
課題である。最初の検証課題として、大学正規科目
としての臨地実務実習とインターンシップの在り
方について調査を行った。インタビューした先は 3
校と少ないが、各校の現状と課題について詳細に
把握することができ、本学におけるカリキュラムの
特徴と課題も明らかになった。
　前節でも取り上げたように、本学の臨地実務実習
の特徴の一つとして、プログラムの多様性があげら
れるが、その多様性が履修上の複雑さの原因にも
なっている。本学は、芸術文化分野と観光分野の架
橋を目指していることから、学生は芸術文化分野と
観光分野それぞれで実習を行うように設計されて

おり、それが実習科目の多様性と選択制につながっ
ていると考えられる。この多様性に起因し、以下の
ような課題が生じている。
　まず、実習に行くより前のクオーターや前の年度
で開講されている理論科目や学内実習などの先修
科目と、実際の実習科目の内容が連携しないことで
ある。臨地実務実習科目Ａの理論科目として科目Ｃ
があったとする。科目Ｃが必修科目あるいは科目A
の先修条件となっていない限り、科目Aの履修者が
科目Cを学修していない場合が起こり得る。学生の
方も、科目Cを学んで実習科目Aが履修できればい
いのだが、理論科目Cを取得しても実習科目Aが履
修できるかは、実習日程が他のものと重複せず、か
つ履修希望者数が人数制限内に収まるか、あるい
は自分が選考を通過した場合に、可能となる。逆に、
実習日程が他のものと重複していたり、履修希望者
が多く選考に落ちた場合は履修できず、事前に学
修をしていない臨地実習科目Dを履修せざるを得
ない場合がでてくる。このように学生は、事前に開
講されている関連科目が未学修で基礎知識が不十
分なまま、臨地実務実習に臨まざるを得ない状態に
なることがある。
　次に、学生と実習先とのマッチングが丁寧に行え
ない点である。本学では、第 3 希望まで希望を出し、
定員超過の場合は選抜あるいは抽選を行っている。
本来であれば学生の適性や進路希望を踏まえた実
習先とのマッチングができるのが望ましい。しか
し、芸術文化系、観光系、経営系と、様々な実習を
履修していかなければならないため、一つ一つの実
習のマッチングに時間をかけていられないのが実
情である。また、学生に面談をし、合致する内容の
実習先があったとしても、実際実習日程が他の実習
と重複しないことが、履修する上での避けて通れな
い条件である。1クオーターで複数実習を行う学生
の、実習内容と日程の両方のマッチングをかなえる
ことは、とても難しい。
　本学の臨地実務実習は、多様なプログラムが特
徴の一つである。それは芸術文化観光学という新
しい分野を切り開くために必要な多様性であると
考える。また、2 節でみてきたように、インターン
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シップを「自己探索」と「環境探索」からなる「キャ
リア探索行動」として位置付けられる活動と考えた
場合、本学のもつプログラムの多様性は学生たちの
キャリア探索行動としてプラスに働くだろう。しか
し、正規の科目としてインターンシップを行う場合、
多様なプログラムを提示するだけでは十分ではな
く、安全な学びの場としてどのようにフォローでき
るかという視点が重要である。それが、先修科目で
の学修であったり、実習先と学生との丁寧なマッチ
ングであったり、事前学習・事後学習の時間を使っ
た指導であろう。
　また、インターンシップに関して最近議論されて
いるように、どのように就職に結びつけるのかとい
う点も重要になってきている。今後、実習先へのヒ
アリングを行いながら、引き続き、芸術文化観光分
野で求められるインターンシップの内容と意義に
ついて、検証を行いたい。
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